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刊行にあたって

今回アジア研究センターの共同研究「湖南省藍山県過山系ヤオ族の言語学的研
究」（2013年度～ 2015年度）の成果として『ミエン・ヤオの歌謡と儀礼』が刊
行できることは大変に幸いなことである。まずは刊行にかかわりご尽力いただい
た方々に心より御礼申し上げたい。

2015年 4月に神奈川大学プロジェクト研究所ヤオ族文化研究所は一般社団法
人ヤオ族文化研究所に改組したが、2008年の設立以来、中心となる調査地であ
る中国の湖南省文聯・民間文芸家協会はもとより藍山県政府、藍山県の伝承者の
祭司、儀礼を主催する家をはじめとする現地の方々のご協力のもと、調査研究の
成果を積み重ねて来ることができた。この書面を借りて深謝申し上げる。
これまでヤオ族文化研究所は日本の文部科学省科学研究費補助金基盤研究（B）

2008年度～2011年度「ヤオ族の儀礼と儀礼文献の総合的研究」、同 2012年度～
2014年度「ヤオ族の儀礼知識と儀礼文献の保存・活用・継承」、トヨタ財団 2009

年度アジア隣人プログラム 特定課題「アジアにおける伝統文書の保存、活用、継
承」、公益財団法人横浜学術教育振興財団研究助成 2014年度「ヤオ族儀礼文献
の文化資源としての活用─文献資料のデータ化と公開へ向けての試み─」を得
て活動し、また神奈川大学アジア研究センターのメンバーとして共同研究「湖南
省藍山県過山系ヤオ族の言語学的研究」を遂行してきた。2012年湖南省長沙開
催国際シンポジウム「ヤオ族度戒と道教・法教の伝度をめぐる問題」及び 2015年
神奈川大学開催国際シンポジウム「瑶族の歌謡と儀礼」は、神奈川大学の国際交
流事業の支援を受けた。本著はヤオ族文化研究所がこれまで実施してきた調査研
究活動を凝集した成果と位置付けられるため、以下にこの数年の活動を紹介する。
中国湖南省藍山県のミエン・ヤオ族が 2008年 11月に実施した度戒儀礼の儀
礼内容の分析と合わせ、儀礼で使用された大量の儀礼文献及び文書の録文作成、
校訂作業、解読分析、現代語訳を進め、儀礼の実践と儀礼文献の対応を明確に
し、宗教儀礼知識の総体に関して立体的研究を行ってきた。2011年 11月には藍
山県の盤家（大盤）で実施された還家願儀礼調査を行い、家を単位とする中規
模の儀礼内容、使用文献を把握したほか、2010年 8月には藍山県で実施された
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葬送儀礼の調査を実施することで小規模の儀礼内容、使用文献を把握したが、儀
礼間の異同を確認するために必要な資料を得た。2009年 8月以降 2012年 8月、
2013年 8月、2015年 1月に儀礼の祭司及び受礼者に対し聞き取り補足調査を
行い、儀礼内容と使用文献及び受礼者の家族親族等についての確認作業を進め、
儀礼の全容の解明に努めた。年中行事及び言語に関しても調査を進め、2012年
3月中国湖南省藍山県送船儀礼調査（国際常民文化研究機構の共同研究「アジア
祭祀芸能の比較研究」班として研究所のメンバーが参加）、2013年 2月湖南省藍
山県春節調査、2014年 3月湖南省藍山県言語予備調査、2014年 8月湖南省藍山
県言語調査（神奈川大学アジア研究センター「湖南省藍山県過山系ヤオ族の言
語学的研究」主催による）、2015年 8月湖南省藍山県言語調査（前述の神奈川大
学アジア研究センター共同研究班主催。趙金付氏を招聘）を行った。2015年 12

月から 2016年 1月にかけ藍山県の盤家（小盤）で実施された還家願儀礼調査を
実施した。中国以外のヤオ族への調査も進め、2014年 1月タイ北部ミエン・ヤ
オ族調査、2015年 3月、同年 9月、2016年 2月にベトナムミエン・ヤオ（ザオ）
族の文献及び儀礼に関する調査を実施した。
また、ヤオ族の関連儀礼文献を収蔵するバイエルン州立図書館（250件、

2010年 3月）、オックスフォード大学ボードリアン図書館（100件、2010年 8

月、2012年 12月）、アメリカ議会図書館（45件、2014年 9月）及び南山大学
人類学博物館（130件、2011年 3月、2011年 6月、2012年 6月、2015年 8月）
で文献調査を行い、比較分析の材料を収集し、国際的なネットワーク形成を図っ
た。2009年 8月中国長沙において湖南省民間文芸家協会と共同で「第 1回湖南
瑶族伝統文化研討会」を開催し、地元研究者との研究交流及び地元への還元を
図った。2010年 11月に神奈川大学においてバイエルン州立図書館員、現地中国
湖南省の研究者及び伝承者（祭司）を招聘し「ヤオ族伝統文献研究国際シンポジ
ウム」を実施し、歴史学、文化人類学、地理学、言語学等多分野の研究者間での
活発な研究交流を図った。さらに 2011年 1月に東京大学で「『ラオス北部のラ
ンテンヤオ族民間伝統文書の保存・集成・解題』プロジェクト・神奈川大学ヤオ
族文化研究所共同研究会」を開催しラオスのヤオ族研究者との研究交流を深めた。
2015年 1月にはヤオ族文化研究所主催講座「アジアに生きる少数民族の文化を
知る」を実施し一般の方々への研究成果の公開を行った。
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なおヤオ族文化研究所は年に 6回程度研究会を開催するほか、『ヤオ族伝統文
献研究国際シンポジウム予稿集』及び『瑶族文化研究所通訊』1～ 5号を刊行し、
さらに神奈川大学歴民調査報告 12集『中国湖南省藍山県ヤオ族儀礼文献に関す
る報告Ⅰ』（神奈川大学大学院歴史民俗資料学研究科発行）、同 14集『中国湖南
省藍山県ヤオ族儀礼文献に関する報告Ⅱ』及び同 17集『南山大学人類学博物館
所蔵上智大学西北タイ歴史文化調査団収集文献目録』でも研究成果の公表に努め
た。この際映像資料に字幕を付すことで儀礼の実践と読誦されるテキスト及び呪
文を明確化する取り組みをした。儀礼文献・文書及び画像資料は、ヤオ族文化研
究所ウェブサイト（http://www.yaoken.org/）で公開している。
さらにメンバーが国際学会「地方道教儀礼実地調査比較研究」（香港大学）、「道
教の帰依と伝度に関する国際会議」（フンボルト大学）、「アメリカ人文基金セミ
ナー　道教の文献と歴史」（コロラド大学）、日本民俗学会第 64回年会（東京学
芸大学）、日本道教学会第 63回大会（名古屋大学）、宗教生命関懐国際学術研討
会（正修科技大学通識教育中心）、NEHセミナー「道教の文献と歴史への入門」
（コロラド大学）、日本文化人類学会第 47回研究大会（慶應義塾大学）、日本タ
イ学会 2013年度（第 15回）研究大会（横浜市立大学）、國學院大學中國學會第
53回大会、同 56回大会、同 57回大会、道教文化研究会例会（専修大学）、華
僑大學中日宗教文化論壇 2010華僑大學哲學與社會發展學院主辦（華僑大學）、
平成 27年度第 1回儀礼文化研究会（儀礼文化学会）、「比較視野中的道教儀式」
国際学術研討会（香港中文大学人文科学研究所比較古代文明研究中心）にも招聘
を受けるなど研究交流の成果を挙げた。
今回のようにミエン・ヤオ族の複雑な儀礼知識の中でも、特に解明が必要であ
る言語や歌謡にかかわる刊行物が刊行できたのも、調査研究の積み重ねの結果と
いえるが、何よりヤオ族の伝統文化が世界中の種々な学問分野の研究者から関心
を集めていることを表わしているのであり、本著を通じてヤオ族伝統文化が高く
評価されることを切望し、また総合的に研究される必要があることを高らかに表
明したく考える。
いわゆるヤオ族と他称される人々は中国ばかりでなくタイ・ベトナムをはじめ
とする東南アジア大陸部やアメリカ等世界各地に分散して居住しており、収集し
た儀礼文献・文書の公開を通じて自民族の文化を再発見し、再評価することに繫
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がると考える。すでに本研究所の活動に呼応して、中国では近年新たに省レベル
で湖南省瑤族文化研究センター、県レベルで藍山県瑤族文化研究学会が設立され
たほか、相同の儀礼知識を伝承してきたタイのミエン・ヤオ族と中国のミエン・
ヤオ族の間の交流を実現した。さらに 2015年 12月に藍山県で実施された「還
家願儀礼」と 2016年 2月にラオカイ省サパ県チュンチャイ社で実施された「祭
司として養成する子どもを選ぶ儀礼」に中国とベトナムの祭司が相互に参加する
等ベトナムのミエン・ヤオ族と中国のミエン・ヤオ族の交流も進んでおり、ミエ
ン・ヤオ族の儀礼伝承にさらなる展開が予想される。それぞれの国で程度の差こ
そあれ儀礼知識の継承が難しい状況ある中、儀礼と儀礼文献・文書及びその使用
法を収集記録保存そして活用することは、ヤオ族の社会にとどまらず人類文化の
保存継承活用の観点からもその意義は大きいと考える。
中国・タイ・ベトナム・日本・欧米等の諸機関とも連携し国際的な研究ネット
ワークが構築され、研究交流がさらに活発に行われることを切望するが、今後と
も引き続き関係の方々のお力添えが不可欠と考える。
最後に、大学教育出版代表取締役の佐藤守氏をはじめとし、編集の方々には、
差し迫った日程であったにもかかわらず煩雑かつ膨大な作業を粛々とこなしてい
ただいた。あらためて感謝の意を表したい。

2016年 2月吉日
廣田律子
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